
　
令
和
元
年
10
月
31
日
の
火
災
に
よ
り
首
里
城
正

殿
等
が
焼
失
し
て
か
ら
４
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
復
元
整
備
の
状
況
と
し
て
は
、
令
和
４
年
に
木

材
倉
庫
・
原
寸
場
が
完
成
し
、
10
月
よ
り
搬
入
開

始
し
た
大
径
材
（
国
調
達
分
３
５
６
本
、
沖
縄
県

調
達
分
１
７
８
本
）
が
令
和
５
年
７
月
ま
で
に
全

て
納
入
さ
れ
ま
し
た
。
正
殿
本
体
工
事
は
木
材
倉

庫
等
で
令
和
５
年
２
月
か
ら
木
材
加
工
が
始
ま
っ

て
お
り
、
８
月
に
は
工
事
中
の
正
殿
を
覆
う
素
屋

　
県
内
外
の
皆
様
か
ら
の
寄
付
金
に
よ

る
沖
縄
県
首
里
城
復
興
基
金
の
一
部
を

活
用
し
、
正
殿
本
体
工
事
に
用
い
る
木

材
、
瓦
類
、
石
材
、
彫
刻
類
等
を
調
達

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
沖
縄
県
は

正
殿
の
復
元
工
程
に
合
わ
せ
、
国
か
ら

提
供
さ
れ
た
仕
様
を
も
と
に
円
滑
に
制

作
、
引
き
渡
し
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
沖
縄
県
か
ら
は
令
和
５
年

沖縄県より搬入された礎石の設置状況（R5.7） 沖縄県より搬入された天井額木
（正殿２Ｆ御差床の上部の彫刻された梁）（R5.8）

木材倉庫・原寸場見学エリア(R4.10～  内部より撮影)
（小屋丸太梁加工状況  内側の２本はオキナワウラジロガシ）

素屋根見学エリア１階(R5.8～) 素屋根見学エリア2階(R5.8～)
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首
里
城
正
殿
復
元
整
備
に
つ
い
て 

〜
火
災
か
ら
４
年
〜

１
．
首
里
城
正
殿
復
元
整
備
に
つ
い
て

大径材（梁や桁）の搬入状況（国調達分）

木材（柱）加工状況 正殿の一本目の柱を吊り上げる状況（R5.9.4）

素屋根内全景（建方の状況：R5.9.12撮影）

大径材（主に柱）搬入状況（県調達分）

２
．
沖
縄
県
首
里
城
復
興
基
金
に
よ
る
取
組
状
況

　
首
里
城
再
建
に
向
け
て
は
、
様
々
な

情
報
発
信
や
復
元
の
様
子
を
公
開
す
る

「
見
せ
る
復
興
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
各
種

取
組
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、

主
な
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
木
材
倉
庫
・
原
寸
場
と
素
屋
根
に
は
、

一
般
来
園
者
の
た
め
の
見
学
窓
を
設
け
、

工
事
過
程
の
段
階
的
な
公
開
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
８
月
か

ら
公
開
し
た
３
階
建
て
素
屋
根
見
学
エ

リ
ア
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
さ
か
ら
正

殿
の
施
工
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

年
内
は
今
し
か
見
ら
れ
な
い
大
径
材（
柱

３
．
見
せ
る
復
興
に
つ
い
て

⑴ 

復
元
の
様
子
を
段
階
的
に
公
開

３
月
ま
で
に
主
に
丸
柱
と
な
る
大
径
材

（
国
産
ヒ
ノ
キ
１
６
９
本
、
イ
ヌ
マ
キ
６

本
、
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
３
本
　

※

予
備
材
含
む
）、
７
月
に
は
礎
石
１
０

５
個
（
建
物
の
基
礎
と
な
る
柱
を
載
せ

る
石
材
）、
８
月
に
は
天
井
額
木
等
が
国

へ
引
き
渡
さ
れ
、
今
後
も
続
々
と
各
材

料
が
納
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

て
ん
じ
ょ
う
が
く
ぎ

沖縄県が調達する大径材の内訳

根
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
着
々
と
工
事
が
進
む
中
、
９
月
４
日
（
月
）
に

は
正
殿
の
最
初
の
１
本
目
の
柱
が
御
差
床
（
国
王

の
玉
座
）
周
り
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
正

殿
の
柱
や
梁
を
組
み
立
て
る
建
方
が
本
格
的
に
進

め
ら
れ
て
お
り
、
年
内
を
目
途
に
組
み
上
が
る
予

定
で
す
。
令
和
８
年
正
殿
復
元
へ
向
け
て
順
調
に

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

う
さ
す
か

た
て 

か
た

R5.9.4撮影

素屋根

見学エリア（３階建）

見学エリア

木材倉庫・原寸場

壁面グラフィック

や
梁
）
の
組
み
上
が
っ
て
い
く
様
子
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※黒塗りは国調達分

※小屋丸太梁７本のうち、２本がオキナワウラジロガシ
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総　務　部

No.1

仕事の仕事の
公正取引課の広報・広聴活動！
～法令違反を未然に防止するために～

　公正取引課では、所管する法令について、違反行為を排除するために厳正
な法執行を行うとともに、講習会を実施するなど、違反行為の未然防止の観
点から、普及・啓発活動を実施しています。群星３・４月号でご紹介した独
占禁止法に関する取組に引き続き、今号では主に下請法及び景品表示法に関
する令和５年度の取組をご紹介します。

公正取引課では、皆様のニーズに合わせ、県内各地に所管法律に関する講師派遣や講習会を行っています。
お気軽にご連絡ください。
【お問合せ先】　総務部　公正取引課　０９８ｰ８６６ｰ００４９

　令和５年７月19日（水）に、読谷村において、親事業者を対象に下
請法基礎講習会・景品表示法説明会を開催しました。48名の事業
者の方々が参加してくださいました。
　下請法基礎講習会では、下請法の基礎知識を丁寧に説明し、下請
取引の内容、親事業者の義務及び禁止行為について理解を深めて
いただきました。
　また、景品表示法説明会では、景品表示法の概要や最近の違反事
例を説明し、不当表示の禁止や景品類の制限等について理解を深め
ていただきました。
　参加者からは「違反事例がわかりやすく、会社でも共有しようと思う。」
といったご意見をいただきました。

　公正取引委員会は、インボイス制度の実施に際して免税事業者とその取引先との間で独占禁止法・下請
法上問題となり得る行為について、令和４年１月、関係省庁と共同で作成した「免税事業者及びその取引先の
インボイス制度への対応に関するQ＆A」（インボイスQ＆A）において独占禁止法・下請法上
の考え方を明らかにしています。
　例えば、発注事業者（課税事業者）が、免税事業者に対し、課税事業者にならなければ、取
引価格を引き下げるとか、それにも応じなければ取引を打ち切ることにするなどと一方的に
通告することは、独占禁止法上または下請法上、問題となるおそれがあります。（インボイス
Q＆AのQ7）
　ご紹介したインボイスQ＆Aの詳しい説明や公正取引委員会によるインボイス制度に関す
る注意事例等については、右二次元コードからご覧いただけます。

　公正取引委員会は、毎年11月を「下請取引適正化推進月間」として、下請法の普及・啓発に関する
取組を集中的に行っています。今年度の下請取引適正化推進月間では、以下のキャンペーン標語のも
とで、普及・啓発に関する取組を行います。

令和５年度「下請取引適正化推進月間」キャンペーン標語
「見直そう」　その一言で　救われる

下請法の基礎知識（親事業者の義務、禁止行為など）を説明した動画を
ご覧いただけます。

動画掲載場所 公正取引委員会　公式 YouTube チャンネル
https://www.youtube.com/＠JFTCchannel/featured

令和5年10月からインボイス制度が始まりました！
発注事業者から一方的に取引価格を引き下げられていませんか？

▲下請法基礎講習会の講師や参加者の様子

「どっきん」

景品表示法を▶
説明する職員

　
令
和
４
年
12
月
木
材
倉
庫
の
壁
に
正

殿
完
成
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
壁
面
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
（
以
降
、
壁
画
と
い
う
）
を

公
開
し
ま
し
た
。
壁
画
は
縦
約
12
ｍ×

横
約
40
ｍ
で
奉
神
門
を
く
ぐ
る
と
最
初

に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
園
内
の
人

気
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
１
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
令
和
５
年
11
月
に
は
正
殿
背
面

側
に
位
置
す
る
素
屋
根
の
壁
に
も
壁
画

⑵ 

壁
面
グ
ラ
フ
ィッ
ク
の
公
開

　
前
述
の
令
和
５
年
９
月
４
日
（
月
）

に
正
殿
の
組
立
て
が
始
ま
り
、
こ
れ
を

記
念
し
て
９
月
９
、
10
日
に
普
段
は
入

れ
な
い
素
屋
根
内
の
見
学
や
宮
大
工
体

験
（
予
約
制
）
な
ど
の
一
般
来
園
者
向

け
特
別
公
開
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
約
３

０
０
０
人
（
見
学
：
２
７
０
２
人
、体
験
：

２
５
９
人
）
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
は
施
工
業
者
に
協

力
い
た
だ
き
、
宮
大
工
に
よ
る
木
と
木

⑶ 

特
別
公
開
イ
ベ
ン
ト（
素
屋
根
内
部
の
公
開
）の
開
催

素屋根１Ｆ見学状況 素屋根2Ｆ見学状況

槍がんな体験

見て・触れる大工道具体験 宮大工による木と木をつなぐ「継手」の解説

素屋根壁面グラフィック（R5.11～）

木材倉庫・原寸場壁面グラフィック（R4.12～）

（
縦
約
16
ｍ×

横
約
40
ｍ
）
を
公
開
し
、

御
内
原
の
世
誇
殿
前
や
東
の
ア
ザ
ナ
か

ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
木
材
倉
庫
、
素
屋
根
は
令
和

７
年
に
は
撤
去
予
定
で
す
の
で
、
今
だ

け
の
両
壁
画
を
見
に
皆
様
も
足
を
運
ん

で
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

を
つ
な
ぐ
「
継
手
」
の
解
説
や
、
参
加

者
が
実
際
に
鉋
を
使
っ
て
木
材
の
表
面

を
削
る
加
工
作
業
の
体
験
等
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
後
も
見
せ
る
復
興
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
等
に
取
り
組
み
、
来
園
者
と
と
も
に

首
里
城
復
興
を
盛
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

か
ん
な

よ
ほ
こ
り
で
ん

あ
が
り

お  

う
ち 

ば
る

おや じぎょうしゃ

お
問
合
せ
先 

開
発
建
設
部
　
建
設
産
業
・
地
方
整
備
課
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